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複雑性尿路感染症に対す るL-105の 臨床的検討
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新 し く開発 され た 半 合 成 セ フ ァ ロス ポ リン系 抗 生 物 質L-105の 泌 尿器 科 領 域 に お け る 臨 床 的 検

討を 行 った 。

複 雑性 尿路 感 染 症 患 者23例 に 対 して1回 に 本 剤19を 点滴 静 注,1日2回,5日 間,合 計109を

投与 し,UTI判 定 基 準1)に 従 って 判 定 を 行 い 以 下 の結 果 を得 た 。

1)除 外脱 落症 例7例 を 除 く16例 の 総 合 臨 床 効 果 は 著 効4例(25%)'有 効8例(50%),無 効4

例(25%)で 総 合 有 効 率 は75%で あ った 。

2)細 菌 学 的 効 果 は 本 剤 投 与 前 の 分 離菌 種23株 中21株 が 消 失 し,消 失 率 は91.3%で あ った 。MIC

100μg/m1以 上 を示 した のはP.fluorescens,P.maltophilia,E.faecalis,Ffaecium,S.epidermidis,

S.cohnii,S.haemolyticusな どで あ った 。

3)副 作 用 は 投 与 症 例全 例 に つ い て検 討 を行 い,1例 にGOT,GPTの 一 過 性上 昇 を認 め た が,

投 与 終 了後10日 目に 正 常値 に 復 した 。

新しく開発された半合成セファロスポ リン系抗生物質

であるL-105は グラム陽性菌,グ ラム陰性菌に対して

広い抗菌力を有している。今回著者 らは複雑性尿路感染

症に対してL-105を 投与し,臨 床的検討を行ったので

報告する。

I.臨 床 的 検 討

1.対 象と方法

対象は昭和59年8月 より昭和60年4月 までの期間にお

ける広島大学医学部付属病院泌尿器科およびマツダ病院

泌尿器科の入院患者23例 で,年 齢は34～81歳,性 別は男

子18例,女 子5例,い ずれも尿路になんらかの基礎疾患

を有する複雑性尿路感染症症例であった。基礎疾患の内

容は前立腺摘除術術後15例,膀 胱癌3例,神 経 因 性 膀

胱,前 立腺肥大症,尿 道狭窄,腎 乳頭壊死,尿 管結石が

各1例 であった。

L-105投 与前後に,男 子は中間尿,ま たは カテーテ

ル尿,女 子はカテーテル尿を採取して尿検査および尿の

細菌学的検査を行い,UTI薬 効評価基準 の 複雑性尿路

感染症の患者条件に合致するものを対象として評価検討

した。

投与方法は1回 に本剤19を 電解質液500m1に 溶解

して約2時 間かけた点滴静注を行い,こ れを1日2回,

5日間投与 した。臨床効果の判定はUTI研 究会の薬効

評価基準(第2版)1)の 複雑性尿路感染症 における 薬効

評価基準に従い,著 効(excellent),有 効(moderate),

無効(poor)の3段 階に大別した。副作用 はL-105投

与 による自覚症状,ア レルギー症状などに注意 し,さ ら

に投与前後の末梢血,肝,腎 機能などの臨床所見につい

て比較検討した。

また臨床分離菌のMICを 日本化学療法学会標準法2)

に従って測定 し,臨 床効果との関連を検討 した。

2.臨 床成績

検討した23例 のうちUTI薬 効評価基準に合致する16

例 の詳細をTabie1に 一括 して示した。次に膿尿およ

び細菌尿に対する効果,お よび総合臨床効果をTable2

に示 した。本剤投与による膿 尿 の 推 移 は正 常 化5例

(31.3%),改 善な し,不 変11例(68.7%)で あ った。細

菌尿の推移は陰性化11例(68.7%),減 少1例(6.4%),

菌交代3例(18.8%),不 変1例(6.4%)で あ った。総

合臨床効果は著効4例(25.0%),有 効8例(50%),無

効4例(25%)で,有 効率75%で あった。

疾患病態群別の治療効果をTablc3に 示 した。単独菌

感染と複数菌感染では有効率はそれぞれ81.8%,60%を

示 した。群別の有効率を みると1群66.7%,2群83.3

%,3群 症 例なし,4群100%,5群 症例 な し,6群60

%で あ った。

細菌学的効果をTable4に 示 した。L-105投 与前の

分離菌株は23株 で本剤投与後には21株 が消失 し,消 失率
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Table 1 Clinical summary of complicated UTI cases treated with L-105

*

Before treatment/

After treatment
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Table 2 Overall clinical efficacy of L-105 in complicated UTI
2g/day, 5 days treatment

Table 3 Overall clinical efficacy of L-105 classified by type of infection

Table 4 Bacteriological response to L-105 in complica ted UTI

*Persisted: Regardless of bacterial count
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Table5 Strains* appearing after L-105 treatment in complicated UTI

*Regardless of bacterial count

Table6 Relation between MIC and bacteriological response in L-105 treatment

No. of strains eradicated/No. of strains isolated

は91.3%で あ った 。 菌 種 別 の 消 失 率 は,Fcoli,P.

fluorescens,A.xylosoxidans, Alcaligenes,E.faecalis,E.

faecium,S.epidermidis,Scohnii,S.mitisな どは い ず れ

も100%,P.cepacn50%で あ り,S.haemoli6icus1株

は 消 失 しなか った 。 本 剤 投 与 後 にA.calcoaceticus2株,

S.haemoiyticus,A.lwoffii,P.vesicularis,E.faecalis,E.

cloacae各1株 が 新 た に 出現 した(Tablc5)。

本 剤 投 与前 の 分 離 菌 株23株 に つ い てMICを 測 定 し

た 。 これ らのMICと 細 菌 学 的 効 果 の 関 係 をTable6

に 示 した 。 菌 株 別 に 検 討 す る とFcoliは2株 と も に

MIC0.39μg/ml以 下 で 全 例 消失,P.cepacia2株 は

MIC25μg/mlの もの が 消 失,MIC50μg/mlの も の

は 消 失 せ ず,P.fluorescens1株 はMIC25μg/mlで 消

失,M.morganii1株 はMICO.39μg/m1以 下 で 消

失,Acinetobactersp.4株 はMIC50μg/ml以 下ですべ

て 消 失,Alcaligenes1株 はMIC50μg/mlで 消 失,

E.faecalis2株 はMIC12.5μg/ml,>100μg/mlで

あ った が2株 と も に 消 失,S.ψepidermidis4株 は,2株

がMIC3.12μg/ml,1株 がMIC100μg/ml,1株 が

MIC>100μg/m1で 全 株 消 失 した 。S.mitis1株 はMIC

0.39μg/ml以 下 で 消 失 した 。 一 部重 複 す るがMIC100

μg/ml以 上 の 耐 性 菌 と して はP.fluorescens,P.malto-

Philia,E.faecalis,E.faecium,S.epidermidis,Scohnii,

S.haemolyticus各1株 が 分 離 され た がS.haemolylicus1
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株を除き全例が消失した。全分離菌の消失率をMIC別

に検討すると,MIC25μg/ml以 下 では10株 全部 が 消

失し,MIC50μg/ml以 上 でも13株 中11株 が 消失 とい

う成績で全体として非常に高い細菌消失率であった。

3.副 作用

投与全症例(23例)に ついて検討 した。

発疹,ア レルギー性変化,胃 腸障害などの自覚症状は

全例に認められなか った。肝機能検査に お い て1例 に

GOTお よびGPTの 一 過 性 上 昇(GOT135U/1,

GPT89U/1)が み られたが,投 与終了10日 目には正常

範囲に復した。その他血液像,腎 機能,血 清電解質など

において本剤投与による異常値は認めなかった。

II.考 按

新しく開発された半合成セファロスポリン系抗生物質

であるL-105は 各種好気性 および 嫌気性 グラム 陽 性

菌,グ ラム陰性菌などに対 して広範な抗菌 スペクトルを

有し,そ の作用は殺菌的である。本剤 の血中濃度 は 高

く,半 減期は約60分3)と セ フメノキシム4)と 同等 で あ

る。また尿中にその50～70%が 回収され,こ れもセブメ

ノキシムとほぼ同等の成績である3,4)。 したがって 本剤

は尿路感染症に対する治療剤 として有用と考えられる。

毒性については急性,亜 急性および慢性毒性はきわめて

低く,本 剤の局所刺激性はセフメノキシム,セ フォペラ

ゾン,ラ タモキセフなどのそれと同等である3)。

そこで自験例では複雑性尿路感染症のみを対象として

本剤の臨床上の有用性を検討した。臨床効果として膿尿

の改善に対する治療効果が正常化ないし改善31.3%と や

や不満足であるが,細 菌尿の改善に対する治療効果は陰

性化ない し減少75.3%と 満足すべ き結果であり,総 合有

効率は75%と 良好な成績であった(Table2)。 膿 尿に対

する効果がやや不満足であった原因として,前 立腺摘除

術術後の症例が6例 と多く含まれていたことがあげられ

よう。

細菌尿に対する効果は前述のように非常に優れた成績

を示 し,MIC100μg/ml以 上を示す 耐性菌7株 中の6

株が消失 した(Tablc6)。 本薬剤 の 尿中濃度 は19静

注4時 間後で約700μg/mlに 達 し3),こ の高い尿中濃度

が耐性菌に対 しても良好な治療効果を示 した理由であろ

う。以上よりL-105は 泌尿器科領域において 安全かつ

有用性が高い抗生物質 といえよう。
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EVALUATION OF L-105 IN COMPLICATED

URINARY TRACT INFECTIONS
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Clinical studies were made on L-105, a new cephalosporin antibiotic, in Department of

Urology. Twenty-three patients suffering from complicated urinary tract infection were tried with

L-105.

The result were as follows; excellent in 4 cases, moderate in 8 cases, poor in 4 cases, drop
out in 7 cases and the overall effectiveness rate was 75%.

Bacteriological outcome was as follows; eradicated in 21 strains (91 .3%), persisted in 2 strains,

(8.7%), out of 23 strains isolated.
MIC was more than 100 itgiml in the strains as follows; P. fluorescens, P. maltophilia, E.

faecalis, E. faecium, S. epidermidis, S. cehnii, S. haemolyticus.
Side effect was seen in one case. It was temporal elevation of GOT and GPT.


